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編集後記

今シリーズ展開中は、
「教学改革実態調査」で全国の大学に伺います
今号の特集はいかがでしたでしょうか。シリーズ「学習者

中心の教学改革を推進する」の展開中、高等教育研究室

VIEW21大学版編集部では、『VIEW21』をお送りした全国

の大学を直接お訪ねし、右記のような内容のヒアリング調

査を実施しています。小誌編集部からの連絡がありました

際には、ぜひとも、調査へのご協力をお願いいたします。

からのお知らせ

ヒアリング内容

•教学改革の現状
•教学改革の課題
•改革の成果
•今後の改革の方向性　など

◎今までの誌面では、グラフや図表の数字を使っ

た展開に、比較的高い評価をいただいてきました。

それは、読者の方々がこれらのエビデンスによっ

て、納得された結果であったと思います。半面、

教育の場では、大学の先生方は自己の経験を中心

に判断され、数字面での評価はあまり使われてこ

なかったとされています。こうした中で、ＩＲを

使って数字で判断するという文化を大学にも浸透

させていくことは、十分に可能だと思います。競

争的資金の獲得においても、文部科学省への提出

書類のフォームにＩＲの実施等の項目が入ってき

ており、今後の改革検証等のフェーズでも、こう

した数字での判断・評価の活用はどんどん増えて

いくことでしょう。手間暇はかかりますが、こう

した地道な積み重ねが、日本の高等教育を諸外国

の高等教育と国際比較可能なものにする礎になっ

ていくと思います。今回の特集取材を終えて、ＩＲ

の大切さを強く実感しました。

（広瀬）

◎ＩＲをテーマに全国で取材を進めると、必ずし

もポジティブな反応ばかりではありませんでし

た。その背景には「無理やりやらされるもの」「評

価や批判の材料に使われるもの」という捉え方が

あるようです。しかし、今回事例としてお話を伺っ

た大学に共通しているのは、ＩＲはあくまでツー

ルの一つであり、それを実施すること自体が目的

ではない、という認識があることです。それより

も、まず解決すべき課題（危機）意識があり、そ

れを可視化するための一手段としてＩＲを活用し

ておられます。特に、何よりもまず「学生をどの

ように成長させるのか」からスタートしておられ

るのが印象的です。ＩＲが学内に根付くかどうか

は、組織論や技術論よりも先に、目の前の学生に

どんな力を身に付けさせるのか、そのために今不

足していることは何か、その不足を埋めるために

今できることは何か、といったことを、学内全員

が本音で議論できるか否かにかかっているようで

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村山）


